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学
内
で
学
生
か

ら
よ
く
挨
拶
を
さ

れ
る
の
は
、
あ
る

意
味
本
学
の
伝
統

で
あ
る
。
挨
拶
が

普
通
に
さ
れ
て

お
り
、
私
も
本
学
に
異
動

し
て
き
た
と
き
に
は
、
他

大
学
で
は
あ
り
え
な
い
ほ

ど
、
は
き
は
き
と
し
た
元

気
い
っ
ぱ
い
の
挨
拶
に
圧

倒
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
だ

す
▼
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数

年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
環
境

が
影
響
し
て
か
挨
拶
を
し

た
り
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

が
大
幅
に
減
っ
た
気
が
し

て
い
る
。
そ
の
せ
い
か
、

な
ん
と
な
く
学
生
に
元
気

が
な
く
、
学
生
間
や
教
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
取
り
づ
ら
く
な
っ
て
、

周
り
に
相
談
で
き
ず
に
不

安
に
な
っ
た
り
孤
独
に

な
っ
た
り
し
て
い
る
学
生

も
増
え
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
▼
学
生
生
活
面
で
は
、

課
外
活
動
だ
け
で
な
く
学

業
面
や
生
活
面
で
も
挨
拶

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
大
事
で
あ
り
、
ま
た
、

就
職
し
て
か
ら
も
職
場
で

の
信
頼
関
係
の
構
築
や
雰

囲
気
づ
く
り
、
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
た
め
に
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
挨
拶
は
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
▼

私
自
身
の
経
験
上
も
挨
拶

を
し
た
り
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
か
ら
会
話
が
始
ま

り
、
仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に

運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
経
験

が
多
々
あ
る
。
ぜ
ひ
本
学

の
学
生
に
は
積
極
的
に
挨

拶
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て

も
ら
い
、
社
会
人
に
な
っ

て
も
職
場
で
の
挨
拶
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る
優
秀
な
人
材
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

（
Ｇ
・
Ｙ
）

わかくさ

第
61
回
全
日
本
学
生
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会

優
勝
優
勝！！！！

優
勝
優
勝

　

８
月
26
日
か
ら
31
日
ま

で
、
山
形
県
の
月
山
湖
カ

ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技
場

で
「
第
61
回
全
日
本
学
生
カ

ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
本
学
カ

ヌ
ー
部
か
ら
も
多
く
の
学
生

が
出
場
し
ま
し
た
。
見
事
優

勝
に
輝
い
た
学
生
と
コ
メ
ン

ト
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

　

男
子
カ
ヤ
ッ
ク
「
Ｋ－

１

　

１
０
０
０
ｍ
」
の
島
津
成

彰
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
１
年
、
熊
本
県
立
水
俣
高

等
学
校
・
熊
本
）、「
Ｋ－

２

　

２
０
０
ｍ
」
の
村
橋
慶
太

郎
さ
ん
（
同
３
年
、
宮
崎
県

立
宮
崎
大
宮
高
等
学
校
・
宮

崎
）、
上
野
文
象
さ
ん
（
同

３
年
、
高
知
県
立
嶺
北
高
等

学
校
・
高
知
、
滋
賀
）
ペ
ア
。

「
Ｋ

－

１　

リ
レ
ー
」
の
河

野
成
玖
さ
ん
（
同
３
年
、
大

分
県
立
高
田
高
等
学
校
・
大

分
）、佐
々
木
雄
信
さ
ん
（
同

２
年
、
熊
本
県
立
水
俣
高
等

学
校
・
熊
本
）、
村
橋
慶
太

郎
さ
ん
、
島
津
成
彰
さ
ん
。

男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
「
Ｃ－

２　

１
０
０
０
ｍ
」
の
立
花

賢
太
郎
さ
ん
（
同
１
年
、
島

根
県
立
出
雲
農
林
高
等
学

校
・
島
根
）、
澤
田
幸
太
郎

さ
ん
（
同
１
年
、
大
分
県
立

高
田
高
等
学
校
・
大
分
）。

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
「
W
Ｋ－

２

　

２
０
０
ｍ
」
の
土
橋
愛
花

さ
ん
（
同
４
年
、
鹿
児
島
県

立
鹿
屋
高
等
学
校
・
鹿
児

島
）、
川
野
円
子
さ
ん
（
同

１
年
、
宮
崎
県
立
宮
崎
大
宮

高
等
学
校
・
宮
崎
）
ペ
ア
。

　

カ
ヌ
ー
部
の
学
生
が
複
数

の
種
目
で
優
勝
を
果
た
す
、

実
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
た

大
会
に
な
り
ま
し
た
。

【
男
子
Ｋ－

１　

１
０
０
０
ｍ
】

　

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
応

援
や
カ
ヌ
ー
部
の
チ
ー
ム
メ

イ
ト
の
お
か
げ
で
、
１
年
目

に
し
て
イ
ン
カ
レ
で
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
、良
い
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
感
謝
を
忘
れ
ず
、
冬
場

で
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
、
ま

た
来
年
２
連
覇
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す（
島
津
）。 

【
男
子
Ｋ－

２　

２
０
０
ｍ
】

　

昨
年
４
位
と
い
う
悔
し
い

結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
今
回
は
そ
の
リ
ベ
ン

ジ
を
果
た
せ
て
よ
か
っ
た
で

す
（
村
橋
）、
昨
年
は
悔
し

い
思
い
を
し
た
の
で
、
今
年

リ
ベ
ン
ジ
で
き
て
う
れ
し
い

で
す
。相
方
に
感
謝（
上
野
）。

【
男
子
Ｋ－

１　

リ
レ
ー
】

　

今
回
の
リ
レ
ー
で
は
、
今

年
の
メ
ン
バ
ー
４
人
そ
れ
ぞ

れ
が
持
つ
高
い
実
力
と
日
頃

の
自
主
練
習
の
積
み
重
ね
が

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
個
々
の

強
さ
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
が
う
ま
く
か
み
合

い
、
チ
ー
ム
と
し
て
最
大
限

の
力
を
出
す
こ
と
が
で
き
た

結
果
、
優
勝
と
い
う
形
に
つ

な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
仲

間
と
共
に
戦
い
抜
い
た
こ
の

勝
利
は
、
と
て
も
大
き
な
意 島津（中央）島津（中央）上野㊧村橋㊨上野㊧村橋㊨

味
を
持
つ
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
来
年
は
自
分
自
身
も
最

後
の
年
な
の
で
、
悔
い
の
な

い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
（
代

表
：
河
野
）。

【
男
子
Ｃ－

２　

１
０
０
０
ｍ
】

　

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ
で
き
ま

し
た
。
相
方
、
自
分
を
信
じ

て
漕
ぎ
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
冬
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
て
、来
年
は
連
覇
！（
立

花
）、
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ
で
き

ま
し
た
。
来
年
も
頑
張
り
ま

す
（
澤
田
）。

【
女
子
Ｗ
Ｋ－

２　

２
０
０
ｍ
】

　

最
後
の
イ
ン
カ
レ
を
、
優

勝
と
い
う
形
で
締
め
く
く
る

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で

す
。
ペ
ア
の
川
野
、
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し

ま
す
（
土
橋
）、
初
め
て
の
イ

ン
カ
レ
で
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
高
校
時
代
か
ら
日

本
一
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、

今
回
の
優
勝
を
励
み
に
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
ま
す（
川
野
）。

優勝優勝！！！！
　

「
文
部
科
学
大
臣
杯 

第

80
回
全
日
本
大
学
対
抗
選
手

権
自
転
車
競
技
大
会
」
（
ト

ラ
ッ
ク
）
が
８
月
29
日
か
ら

31
日
ま
で
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ 

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
（
千

葉
市
）
で
行
わ
れ
、
男
子
オ

ム
ニ
ア
ム
で
梅
澤
幹
太
さ

ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
３

年
、
愛
媛
県
立
松
山
工
業
高

等
学
校
・
愛
媛
）
が
優
勝
、

男
子
マ
デ
ィ
ソ
ン
で
梅
澤
さ

ん
と
並
江
優
作
さ
ん
（
同
３

年
、
九
州
学
院
高
等
学
校
・

熊
本
、
佐
賀
）
の
ペ
ア
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　

梅
澤
さ
ん
の
今
大
会
で

の
オ
ム
ニ
ア
ム
優
勝
は
２
年

連
続
２
回
目
で
す
が
「
２
連

覇
を
達
成
で
き
て
う
れ
し
い

で
す
。
連
戦
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
序
盤
か
ら
な
か
な
か

調
子
が
上
が
ら
な
い
状
態
で

し
た
が
、
最
後
の
ポ
イ
ン
ト

レ
ー
ス
は
持
ち
前
の
勝
負
強

さ
で
逆
転
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

応
援
、
サ
ポ
ー
ト
の
お
陰
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
の
コ
メ
ン
ト
通
り
、

見
事
な
逆
転
劇
で
の
勝
利
と

な
り
ま
し
た
。

　

マ
デ
ィ
ソ
ン
は
昨
年
、
梅

澤
・
並
江
の
同
コ
ン
ビ
で
２

位
だ
っ
た
た
め
、
念
願
の
リ

ベ
ン
ジ
達
成
と
な
り
ま
し

た
。
梅
澤
さ
ん
は
「
個
人
戦

に
続
い
て
こ
の
ペ
ア
で
の
優

勝
は
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
前
日
の
オ
ム
ニ
ア
ム
で

不
調
だ
っ
た
の
で
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
走
る
前
か
ら

並
江
と
作
戦
を
何
度
も
確

認
し
、
レ
ー
ス
中
も
作
戦
通

り
の
走
り
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
、
並
江
さ
ん
は

「
昨
年
の
イ
ン
カ
レ
マ
デ
ィ

ソ
ン
で
は
２
位
と
悔
し
い
思

い
を
し
た
の
で
、
今
年
は
梅

澤
と
ペ
ア
で
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
以
前
よ
り
力
が
つ

い
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
の

で
、
来
年
も
連
覇
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
、
優

勝
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

梅
澤
さ
ん
は
「
第
94
回
全

日
本
自
転
車
競
技
選
手
権
ト

ラ
ッ
ク
・
レ
ー
ス
」
に
チ
ー

ム
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク

リ
ン
グ
Ａ
所
属
と
し
て
男

子
エ
リ
ー
ト
チ
ー
ム
・
パ
ー

シ
ュ
ー
ト
に
出
場
し
、
こ
ち

ら
で
も
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。

男子オムニアム　男子オムニアム　梅澤幹太梅澤幹太さんさん

男子マディソン男子マディソン
　　梅澤幹太梅澤幹太さんさん
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ペ 
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今
回
の
卒
業
生
は
、
今
年

６
月
に
「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は

身
体
で
強
く
な
る
」
と
い
う

書
籍
を
出
版
し
た
兼
平
智
孝

さ
ん
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト

レ
ー
ナ
ー
（
以
降
Ａ
Ｔ
と
表

記
）
だ
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ａ
（
全
米

ス
ト
レ
ン
グ
ス
＆
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
協
会
）
の
様
々

な
資
格
や
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
（
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
の
Ａ
Ｔ
な

ど
20
以
上
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
。
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
の
医
科
学
強
化
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
一
方
、

大
学
や
専
門
学
校
の
非
常
勤

講
師
と
し
て
の
仕
事
も
あ

る
。
さ
ら
に
は
昨
年
、
法
人

を
立
ち
上
げ
、
現
在
は
株
式

会
社 

Ｈ－

Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
の
経

営
者
で
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
道

の
り
は
決
し
て
直
線
短
距
離

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
盛

岡
市
立
見
前
中
学
時
代
に
は

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
全
国
優
勝

を
団
体
で
成
し
遂
げ
、
岩
手

県
立
黒
沢
尻
北
高
校
時
代
は

県
内
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

将
来
は
体
育
大
学
に
進
ん
で

体
育
教
師
に
な
る
夢
を
抱
い

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
好
事
魔

多
し
。
進
学
す
る
は
ず
だ
っ

た
大
学
の
監
督
が
交
代
し
た

こ
と
に
よ
り
推
薦
枠
か
ら
外

れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
一
浪

し
て
予
備
校
に
通
う
中
、
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
い
う

道
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
専

門
学
校
、
さ
ら
に
は
通
信
制

の
短
大
で
学
び
始
め
た
。
そ

ん
な
時
に
目
に
し
た
の
が
、

運
動
生
理
学
の
教
科
書
に
書

い
て
あ
っ
た
鹿
屋
体
育
大
学

竹
倉
宏
明
博
士
の
名
前
だ
っ

た
。
自
分
が
体
験
し
て
き
た

気
合
と
根
性
の
練
習
と
は
異

な
る
運
動
生
理
学
の
理
論
に

魅
せ
ら
れ
、
3
年
時
か
ら
の

編
入
で
鹿
屋
体
育
大
学
に
入

学
。
電
子
顕
微
鏡
を
の
ぞ
く

日
々
が
始
ま
っ
た
。し
か
し
、

す
ぐ
に
研
究
の
世
界
の
厳
し

さ
を
実
感
し
、
自
分
の
考
え

が
「
甘
か
っ
た
」
と
知
る
こ

と
に
な
る
。
来
る
日
も
来
る

日
も
続
け
ら
れ
る
電
子
顕
微

鏡
で
の
筋
線
維
観
察
は
ミ
ク

ロ
の
世
界
そ
の
も
の
で
、
自

ら
が
描
い
た
臨
床
の
現
場
と

は
全
く
違
う
も
の
だ
っ
た
。

こ
こ
で
兼
平
さ
ん
は
改
め
て

気
づ
く
こ
と
に
な
る
。
自
分

が
や
り
た
い
の
は
ス
ポ
ー
ツ

の
現
場
の
仕
事
で
あ
る
と
。

か
つ
て
は
Ａ
Ｔ
の
資
格
を
鹿

屋
体
育
大
学
で
取
得
す
る
こ

と
も
可
能
だ
っ
た
が
、
あ
い

に
く
兼
平
さ
ん
が
入
っ
た
前

年
に
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
は
ま
さ
に
自
力
で
の

勉
強
と
研
究
の
日
々
が
始

ま
っ
た
。

　

兼
平
さ
ん
が
Ａ
Ｔ
を
本
格

的
に
目
指
し
始
め
た
頃
、
米

国
の
ア
リ
ゾ
ナ
に
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
怪
我
を
治
療
し
、
そ

こ
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
、
さ
ら
に

は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
一
貫
し

て
行
う
施
設
、「
ア
ス
リ
ー

ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
現

Ｅ
Ｘ
ｏ
ｓ
）」
が
作
ら
れ
た
。

こ
こ
に
は
米
国
の
プ
ロ
選
手

だ
け
で
な
く
ド
イ
ツ
の
サ
ッ

カ
ー
代
表
な
ど
世
界
中
か
ら

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
訪
れ

て
い
た
。
こ
の
施
設
に
は
選

手
の
リ
ハ
ビ
リ
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ａ
Ｔ

た
ち
が
い
た
。
筆
者
も
こ
こ

で
２
０
１
２
年
に
腰
痛
を
抱

え
て
い
た
室
伏
広
治
選
手
が

ロ
ン
ド
ン
五
輪
を
前
に
咲
花

�

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
５

「

」に

出
展
し
ま
し
た
！

　

７
月
30
日
～
８
月
１
日
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た
日
本
最
大
の
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
産
業
総
合

展
示
会
「
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ

Ｃ 

２
０
２
５
」
に
本
学
が

今
年
も
ブ
ー
ス
出
展
を
行

い
ま
し
た
。
同
展
示
会
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
人
口
を
増
や

し
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
向
上

と
健
康
社
会
を
実
現
す
る
」

を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
３
日
間

で
約
４
万
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

本
学
は
国
立
大
学
唯
一

の
体
育
系
単
科
大
学
と
し

て
、
10
年
以
上
出
展
を
続
け

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
前
田

明
理
事
・
副
学
長
が
Ｓ
Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
実
行
委
員
会
の

副
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。

そ
の
他
、
７
月
31
日
に
は

「
鹿
屋
体
育
大
学
ス
ポ
ー
ツ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機

構
」
の
産
学
官
連
携
に
係

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
前
田

理
事
・
竹
尾
賢
二
Ｕ
Ｒ
Ａ
、

鹿
屋
市
の
中
倉
俊
郎
課
長

に
登
壇
い
た
だ
き
、
鹿
屋

市
と
の
連
携
内
容
等
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

機
構
」
の
紹
介
を
中
心
に
、

受
託
・
共
同
研
究
等
の
産

学
官
連
携
に
関
す
る
広
報

活
動
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機

構
の
取
組
や
セ
ミ
ナ
ー
に

興
味
を
持
っ
た
来
場
者
が

多
数
訪
れ
、
今
後
に
繋
が

る
研
究
や
施
設
・
設
備
に

関
し
多
岐
に
わ
た
る
質
問

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

アスレチックトレーナーアスレチックトレーナー

24期生
兼平 智孝さん

卒業生 Interviewインタビュー

【Profile】
かねひら・ともたか。1984（昭和59）年5月18日生まれ。岩手県出身。岩
手県立黒沢尻北高校卒業。総合学園ヒューマンアカデミー仙台校スポーツカ
レッジスポーツトレーナー専攻、自由が丘能率短期大学通信教育課程ビジネ
ス教養コース卒業後の2006年４月、鹿屋体育大学体育学部体育・スポーツ課
程に3年次編入学。2008年３月卒業。株式会社H-Field代表取締役。JSPO-
AT、CSCS、NSCA-CPT、NASM-PESなど20以上の資格を有す。JOC医科
学強化スタッフ、東北大学非常勤講師も務める。

　

８
月
20
日
～
22
日
の
３
日

間
、
高
校
生
の
た
め
の
先
進

的
科
学
技
術
体
験
合
宿
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
２
０
２
５
ス
ポ
ー

ツ
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
ｉ

ｎ
鹿
屋
体
育
大
学
：
ス
ポ
ー

ツ
科
学
の
最
前
線
～
Ｆ
ｒ
ｏ

ｍ 

Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ 

ｔ
o 

Ｇ
ｏ
ｌ

ｄ
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ス

ポ
ー
ツ
科
学
が
運
動
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
や
国

民
の
健
康
維
持
・
増
進
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
も
全
国
か
ら
多

数
の
応
募
が
あ
り
、
選
抜
さ

れ
た
16
名
の
高
校
生
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
ス

ポ
ー
ツ
生
理
学
、
心
理
学
、

バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
の
講

義
を
受
け
、
そ
れ
ら
の
研

究
装
置
・
設
備
を
用
い
た

実
験
を
通
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
や
運
動
が
人
体
に
与
え

る
影
響
や
そ
の
重
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
科
学
の
分
野
を
明

確
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
も
っ
と
視
野
を
広
げ
、
こ

れ
か
ら
の
競
技
生
活
に
生

か
し
た
い
」「
将
来
は
科
学

的
視
点
か
ら
ア
ス
リ
ー
ト

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
に

就
き
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
充
実
し
た

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ

「
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
inin
鹿
屋
体
育
大
学
」を
開
催

鹿
屋
体
育
大
学
」を
開
催

令和
７年度

正
哉
Ａ
Ｔ
と
共
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
す
る
様
子
を
取
材
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
咲
花
正

哉
氏
だ
け
で
な
く
、
阿
部
勝

彦
氏
も
花
形
Ａ
Ｔ
と
し
て
こ

の
世
界
で
は
注
目
を
浴
び
る

存
在
だ
っ
た
。

　

兼
平
さ
ん
が
目
指
し
た
の

は
、
こ
う
し
た
傷
害
を
負
っ

た
選
手
の
ケ
ア
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
、
さ
ら
に
強
化
ま
で
の
過

程
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ａ
Ｔ

だ
っ
た
。
栄
養
か
ら
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ま
で
米
国
や
日
本
の

資
格
を
20
以
上
も
取
得
。
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
、

ラ
ク
ロ
ス
、
硬
式
野
球
な
ど

の
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ

う
に
な
り
、
個
人
で
は
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
初
の
プ
ロ
と

な
っ
た
船
水
颯
人
、
パ
リ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

女
子
ス
ト
リ
ー
ト
の
赤
間
凛

音
に
も
寄
り
添
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
は
２
０
２
３
年
の
中

国
杭
州
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で

は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
日
本
代

表
の
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
、

国
別
、
ミ
ッ
ク
ス
、
男
子
個

人
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
を
下
支

え
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

　

兼
平
さ
ん
は
Ａ
Ｔ
の
面
白

さ
を
こ
う
話
し
た
。「
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
ゼ

ロ
に
し
て
、
プ
ラ
ス
に
し
て

い
く
過
程
で
す
ね
。
選
手
に

寄
り
添
い
、
意
見
を
交
わ
し

な
が
ら
よ
い
信
頼
関
係
を
築

き
、
最
終
的
に
結
果
に
結
び

付
け
て
い
く
と
こ
ろ
で
す

ね
」。

　

そ
し
て
つ
い
に
昨
年
、
自

ら
の
法
人
を
立
ち
上
げ
、
株

式
会
社 

Ｈ

－

Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ

（
Ｈ－

Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ 

Ｓ
ｐ
ｏ

ｒ
ｔ
ｓ 

Ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
）

の
経
営
を
始
め
た
。
目
指
す

は
ア
リ
ゾ
ナ
の
ア
ス
リ
ー
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
仙
台
版

だ
。
そ
の
施
設
で
、
傷
害
の

治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
さ
ら
に

は
強
化
を
行
っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
中
学
生
向
け
に

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社

で
連
載
し
て
い
た
コ
ラ
ム
を

基
に
今
年
、本
も
出
版
し
た
。

や
る
べ
き
こ
と
が
整
っ
て
き

た
と
い
う
状
態
だ
。

　
「
今
後
は
も
う
一
つ
組
織

を
作
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が

の
び
の
び
身
体
を
動
か
し
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
抱
負
を
語
る
。　

　

鹿
屋
で
気
づ
い
た
自
ら
が

す
す
む
べ
き
道
。
ひ
た
す
ら

走
り
続
け
る
41
歳
だ
。

（
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

宮
嶋
泰
子
）

ブース出展の様子ブース出展の様子

令和７年 11 月
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鹿
屋
体
育
大
学
は
志
布
志

市
教
育
委
員
会
と
８
月
６
日

に
、
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野

に
お
け
る
連
携
・
協
力
の
推

進
を
目
的
と
し
た
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
締
結
式
で

は
、
本
学
の
金
久
博
昭
学
長

と
志
布
志
市
教
育
委
員
会
の

福
田
裕
生
教
育
長
が
協
定
書

に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。
金

久
学
長
は
「
大
学
と
し
て
社

会
貢
献
が
よ
り
強
く
求
め
ら

れ
る
中
、
特
に
子
ど
も
た
ち

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
十
分
に
取
り
組
め
て
い

な
か
っ
た
。
今
回
の
連
携
協

定
の
締
結
は
大
き
な
前
進
で

あ
り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
支
援
を
強
化
す
る
た

め
の
重
要
な
一
歩
と
な

る
」
と
あ
い
さ
つ
、
続
い

て
福
田
教
育
長
が
「
志
布

志
市
で
は
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
重

要
課
題
と
し
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
鹿
屋

体
育
大
学
と
の
連
携
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
や

地
域
の
教
育
の
可
能
性
が

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
、
今
日
が
そ
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
で
あ
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
８
月
25
日
に
は
連
携

協
定
の
締
結
を
記
念
し
、
志

布
志
運
動
公
園
人
工
芝
サ
ッ

カ
ー
場
で
サ
ッ
カ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
志
布

志
市
を
中
心
と
し
た
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
６

チ
ー
ム
、
計
45
名
の
小
学
生

が
参
加
。
鹿
屋
体
育
大
学

サ
ッ
カ
ー
部
Ｔ
ｏ
ｐ
チ
ー
ム

の
塩
川
勝
行
監
督
、
村
川
大

輔
コ
ー
チ
、
そ
し
て
選
手
９

名
が
指
導
に
あ
た
り
ま
し

た
。

　

開
会
式
で
は
、
志
布
志
市

教
育
委
員
会
の
福
田
裕
生

教
育
長
が
「
将
来
は
鹿
屋
体

育
大
学
に
入
学
し
て
、
今

日
来
て
く
れ
た
サ
ッ

カ
ー
部
の
選
手
た
ち

の
後
輩
に
な
れ
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
」
と
、
激
励
の

言
葉
を
送
り
ま
し

た
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
パ
ス
や
シ
ュ
ー

ト
、
守
備
の
多
彩
な

メ
ニ
ュ
ー
が
実
施
さ

れ
、
最
後
に
志
布
志

市
出
身
の
石
㟢
祥
摩

さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総

合
課
程
３
年
、
日
章

学
園
高
等
学
校
・
宮

崎
、鹿
児
島
）
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
激
励

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
地
域

と
大
学
と
の
連
携
を

深
め
る
と
と
も
に
、

次
世
代
の
育
成
を
目

指
す
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
広
報
活
動
の
さ

ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し

て
、
令
和
３
年
度
か
ら
「
Ｎ

Ｉ
Ｆ
Ｓ
学
生
広
報
ス
タ
ッ

フ
」
と
し
て
学
生
に
も
大
学

広
報
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
同
ス
タ
ッ
フ
の
芹

川
晃
希
さ
ん
（
大
学
院
修
士

課
程
２
年
、
陸
上
競
技
部
、

鹿
屋
体
育
大
学
）
と
大
橋
勇

樹
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
３
年
、
硬
式
野
球
部
、
國

學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学

部
・
北
海
道
）
が
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ

鹿
児
島
放
送
の
ア
プ
リ
「
Ｋ

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
」
の
特
別
番
組
に

出
演
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
、

８
月
６
日
に
鹿
児
島
市
与
次

郎
に
あ
る
Ｋ
Ｋ
Ｂ
本
社
を
訪

れ
ま
し
た
。
同
時
に
「
Ｎ
Ｉ

Ｆ
Ｓ
学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
企

画
に
ふ
ら
じ
」
の
動
画
撮
影

も
行
い
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ｋ
Ｂ
の
社
員
食
堂
で
ラ

ン
チ
を
い
た
だ
い
た
後
、
社

内
見
学
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

か
ら
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
ス
タ
ジ
オ

へ
移
動
し
て
収
録
が
ス
タ
ー

ト
。
進
行
を
ベ
テ
ラ
ン
・
柿

野
賢
治
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
務

め
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
、

流
れ
も
ス
ム
ー
ズ
に
あ
っ
と

い
う
間
に
収
録
が
終
了
し

ま
し
た
。
念
願
の
Ｋ
Ｋ
Ｂ
訪

問
を
終
え
て
、
芹
川
さ
ん
は

「
テ
レ
ビ
好
き
が
集
ま
っ
て

い
る
場
所
で
、
み
な
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
に
愛
を
込
め
て
テ
レ

ビ
番
組
を
つ
く
っ
て
い
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
肌
身
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
僕
ら
も
、
同

じ
ぐ
ら
い
の
熱
量
で

広
報
に
か
か
わ
っ
て

い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
」、
大
橋
さ
ん

は
「
柿
野
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
う
ま
く
言
葉

を
引
き
出
し
て
も
ら

え
て
、
無
事
に
収
録

を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
プ
ロ
は

や
は
り
違
う
な
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
」
と
話
し
、

貴
重
な
体
験
を
目
い
っ
ぱ
い

楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
27
日
に
は
令

和
６
年
度
か
ら
継
続
し
て
活

動
を
行
っ
て
い
る
芹
川
さ
ん

と
田
邊
海
士
さ
ん
（
ス
ポ
ー

ツ
総
合
課
程
３
年
、
陸
上
競

技
部
、
岡
山
県
立
玉
野
光
南

高
等
学
校
・
岡
山
）
の
２
人

を
か
た
ど
っ
た
等
身
大
パ
ネ

ル
を
鹿
屋
市
役
所
入
り
口
に

設
置
し
て
も
ら
う
た
め
、
２

人
が
鹿
屋
市
役
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。
パ
ネ
ル
は
「
大
学

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」「
Ｎ
Ｉ

Ｆ
Ｓ
学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
の

活
動
サ
イ
ト
」
へ
飛
べ
る
二

次
元
コ
ー
ド
付
き
で
、
本
学

学
生
食
堂
の
ほ
か
ス
ー
パ
ー

か
く
ち
、
ロ
ー
ソ
ン
体
大
前

店
に
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

「
鹿
屋
体
育
大
学
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
21
日
、
本
学
で
「
令

和
７
年
度
国
立
大
学
法
人
鹿

屋
体
育
大
学
と
垂
水
市
と
の

連
携
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
協
議
会
は
、
相

互
の
人
的
・
知
的
資
源
の
交

流
・
活
用
を
図
り
、
緊
密
な

連
携
・
協
力
関
係
の
構
築
を

目
的
と
し
た
連
携
協
定
に
基

づ
き
、
毎
年
度
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

協
議
会
の
冒
頭
で
、
金
久

博
昭
学
長
よ
り
「
連
携
も
９

年
目
を
迎
え
、
今
後
は
よ
り

一
層
内
容
の
あ
る
形
で
連
携

を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い

て
、
坂
元
浩
人
副
市
長
か
ら

は
、
保
健
福
祉
分
野
や
教
育

現
場
な
ど
に
お
け
る
本
学
の

協
力
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉

と
と
も
に
「
本
学
と
の
連
携

が
地
域
づ
く
り
や
地

域
活
性
化
を
推
進
し
、

市
民
の
健
康
増
進
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
と
の

尾
脇
雅
弥
市
長
挨
拶

の
代
読
が
あ
り
ま
し

た
。

　

協
議
会
で
は
、
教

育
現
場
に
お
け
る
連

携
や
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
な
地
域
づ
く

り
の
た
め
の
職
域
の

健
康
経
営
研
究
・
実

践
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
な

ど
報
告
が
行
わ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

垂
水
市
と
の
連
携
協
議
会
を
開
催
！

記
念
イ
ベ
ン
ト「
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニッ
ク
」を
開
催

等
身
大
パ
ネ
ル
を
鹿
屋
市
役
所
等
へ
設
置

　鹿屋体育大学ボクシング部で
す。私たちは選手1名、マネー
ジャー2名の男子3名で構成され
ています。活動拠点として、ボク
シングはWild.b鹿屋ボクシング
ジムで週6日、筋トレなどは体育
大のトレーニング室で行い、ロー
ドワークも欠かさず、日々練習に
励んでいます。
　今年は国スポボクシング鹿児
島県代表に選出され、国スポ九
州ブロック大会では、個人でライ
トウェルター級3位入賞すること
ができましたが、鹿児島県チーム
としては本大会出場権を獲得する
ことはできず、悔しい結果となり
ました。しかしながら、同時に多く
の課題や学びを得ることができま

した。来年の国スポではボクシン
グの開催はありませんが、全日本
予選や九州大学選手権に向けて
よりいっそう気を引き締めて、一
つひとつの課題と向き合い成長し
ていけるように、日々の練習を大
切にして積み重ねていきたいと思
います。
　私たちボクシング部は新設の
部ということもあり、部員数はま
だ少なく、分からないことも多い
ですが、ボクシングジムと鹿屋体
育大学の2つの場を通して、多く
の人との出会いや、精神、技術、
体力を高めることができるという
魅力があると思います。それらを
生かした活動ができるよう、今後
も精進していきたいと思います！

ボクシング部課外活動
団体紹介

　

７
月
１
日
付
け
で
鹿
児
島

大
学
か
ら
経
営
戦
略
課
会
計

室
予
算
決
算
係
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
芝
原
と
申
し
ま

す
。

　

大
学
職
員
と
し
て
勤
務
を

始
め
て
20
年
が
経
ち
、
そ
の

大
半
を
会
計
業
務
に
携
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
知
識
と
経
験

を
生
か
し
、
本
学
の
教
育
・

研
究
活
動
の
円
滑
な
運
営
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
た
な
環
境
の
中
で
、
学

び
直
す
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
学

生
や
教
職
員
の
皆
様
と
と
も

に
歩
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経営戦略課会計室
予算決算係長

芝
しば

原
はら

　良
よし

美
み

鹿屋市役所の入り口に設置。鹿屋市役所の入り口に設置。
左から田邊さん、芹川さん左から田邊さん、芹川さん

志
布
志
市
教
育
委
員
会
と
連
携
協
定
締
結

学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
Ｋ
Ｋ
Ｂ
で
番
組
収
録

金久学長㊧と福田教育長金久学長㊧と福田教育長

KKBのスタジオで、左からKKBのスタジオで、左から
柿野アナウンサー、大橋さん、芹川さん柿野アナウンサー、大橋さん、芹川さん

令和７年 11 月
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８
月
21
日
、
鹿
児
島
市

役
所
で
「
令
和
７
年
度
市

民
健
康
づ
く
り
事
業
功
労

者
表
彰
」
が
行
わ
れ
、
本

学
の
森
司
朗
教
授（
ス
ポ
ー

ツ
人
文
・
応
用
社
会
科
学

系
）
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
森
教
授
の
専

門
は
ス
ポ
ー
ツ
心
理

学
で
、
長
年
鹿
児
島

い
の
ち
の
電
話
協
会

の
評
議
員
を
務
め
て

い
ま
す
。
今
回
は
、

鹿
児
島
い
の
ち
の
電

話
か
ら
派
遣
さ
れ
て

「
鹿
児
島
市
自
殺
対
策

予
防
委
員
会
」
の
委

　

８
月
７
日
～
８
日
、
Ｉ

Ｎ
Ｏ
Ｕ
Ｅ
・
東
部
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク 

く
ろ
し
お
ア

リ
ー
ナ
で
「
第
72
回
全
国

国
公
立
大
学
選
手
権
水

泳
競
技
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
本
学
水
泳
部
女
子
が

12
年
ぶ
り
の
総
合
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
水
泳
部

女
子
主
将
の
有
村
咲
希
さ

ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程

４
年
、
鹿
児
島
情
報
高
等

学
校
・
鹿
児
島
）
か
ら
「
女

子
部
員
が
少
な
い
中
、
12

年
ぶ
り
に
女
子
総
合
優
勝

を
す
る
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
う
れ
し
い
で
す
。
日

員
長
を
10
年
以
上
務
め
た

こ
と
か
ら
、
保
健
所
事
業

協
力
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
式
を
終
え
て
森
教

授
は
「
鹿
児
島
市
の
自
殺

予
防
対
策
委
員
会
は
鹿
児

島
い
の
ち
の
電
話
協
会
、

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、

市
医
師
会
、
市
薬
剤
師
会
、

県
弁
護
士
会
、
司
法
書
士

会
を
は
じ
め
多
く
の
団
体

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
・
ご

支
援
の
下
、
長
年
に
渡
り

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
表
彰
を
受
け
、
自

殺
を
予
防
す
る
こ
と
が
健

【陸上競技部】	 	 	 	
■�2025オールスターナイト陸上　秩父宮賜杯第65回実業団・学生
対抗陸上競技大会（8/9　神奈川/レモンガススタジアム平塚）
▽男子	 800ｍ	 １位	 岡村　颯太	
■第80回九州陸上競技選手権大会（8/22～ 24　大分/大分スポーツ公園クラサスドーム大分）
▽男子	 ハンマー投	 １位	 井上　康大	
▽女子	 三段跳	 １位	 山本　華	
■第53回九州学生陸上競技選手権大会（9/26～28　福岡/東平尾公園博多の森陸上競技場）
▽男子	 走幅跳	 １位	 田邊　海士	
▽女子	 三段跳	 １位	 山本　華	
■第41回U20日本陸上競技選手権大会（9/27～ 28　静岡/草薙総合運動場陸上競技場）
▽男子	 走高跳	 ４位	 藤井　優作	
	 やり投	 ５位	 田口　慶達	

【テニス部】				  
■令和7年度九州学生夏季テニス選手権大会（8/5～ 17　福岡/グローバルアリーナ他）
▽女子	 シングルス	 １位	 瀬戸根愛玲	
	 ダブルス	 １位	 杉村、瀬戸根
■令和7年度全日本大学対抗テニス王座決定試合九州地区予選（9/3～ 8　鹿児島/鴨池テニスコート）
▽女子		  １位	 鹿屋体育大学
				  
【体操競技部】	 	 	 	
■第79回全日本学生体操競技選手権大会（8/19～22　青森/青森県武道館）
▽男子	 団体総合	 ５位	 鹿屋体育大学
	 種目別平行棒	 ３位	 岡　倫太郎	
	 種目別ゆか	 ４位	 馬場　央太	
	 種目別鉄棒	 ５位	 杉山　諒将	
				  
【水泳部】				 
■第72回全国国公立大学選手権水泳競技大会
　（8/7～ 8　高知/INOUE・東部スポーツパークくろしおアリーナ）
▽男子	 50ｍ自由形	 １位	 市村　優弥	
	 100ｍ自由形	 １位	 市村　優弥	
		  ７位	 坂本　春空	
	 200ｍ自由形	 ４位	 坂本　春空	
		  ７位	 岩切　斗吾	
	 400ｍ自由形	 ２位	 久保田心愛	
		  ４位	 日栄　健太	
	 100ｍ平泳ぎ	 ６位	 池嶋　勇人	
	 100ｍバタフライ	 ５位	 萬燈　祐仁	
	 200ｍバタフライ	 ６位	 佐藤　歩	
		  ８位	 久保田心愛	
	 200ｍ個人メドレー	 ２位	 杉浦　涼一	
		  ４位	 大塚　心	
	 400ｍ個人メドレー	 ３位	 杉浦　涼一	
		  ４位	 大塚　心	
	 4×100ｍフリーリレー	 ２位	 坂本、市村、
			   北村、岩切	
	 4×200ｍフリーリレー	 ２位	 日栄、北村、
			   岩切、久保田
	 4×100ｍメドレーリレー	 ３位	 杉浦、池嶋、
			   萬燈、市村	
	 総合	 ２位	 鹿屋体育大学
▽女子	 50ｍ自由形	 ３位	 池崎　心春	
	 100ｍ自由形	 ３位	 池崎　心春	
	 400ｍ自由形	 ３位	 瀬津菜々美	
	 100ｍ平泳ぎ	 ３位	 小松　千紗	
		  ５位	 黒田　絢子	
	 200ｍ平泳ぎ	 ２位	 小松　千紗	
	 200ｍ背泳ぎ	 １位	 瀬津優美香	
	 100ｍバタフライ	 １位	 後野　真衣	
		  ４位	 仲田　葵	
	 200ｍバタフライ	 １位	 後野　真衣	
		  ３位	 瀬津菜々美	
	 200ｍ個人メドレー	 １位	 宮崎　未優	
		  ２位	 松本さくら	
	 400ｍ個人メドレー	 １位	 宮崎　未優	
		  ２位	 松本さくら	
	 4×50ｍフリーリレー	２位	 池崎、仲田、
			   有村、宮崎	
	 4×100ｍフリーリレー	２位	 宮崎、池崎、
			   有村、仲田	
	 4×100ｍメドレーリレー	１位	 瀬津(優)、小松、
			   後野、池崎	
	 総合	 １位	 鹿屋体育大学
■第101回日本学生選手権水泳競技大会
　（9/4～ 7　東京/東京アクアティクスセンター）
▽男子	 50ｍ自由形	 ２位	 市村　優弥	
▽女子	 200ｍバタフライ	 ２位	 後野　真衣	
	 200ｍ個人メドレー	 ７位	 宮崎　未優	
				  
【柔道部】				 
■2025年度九州学生柔道体重別選手権大会
　（男子68回　女子38回）（8/30～31　福岡/福岡武道館）
▽男子	 90kg級	 １位	 中川　晃希	
▽女子	 48kg級	 １位	 平峯　夏鈴	
	 57kg級	 １位	 升澤　凜	
■2025年度全日本学生柔道体重別選手権大会
　（男子44回　女子41回）（9/27～28　東京/日本武道館）
▽女子	 48kg級	 ２位	 平峯　夏鈴	
				  
【剣道部】				 
■令和7年度九州学生剣道優勝大会
　(男子第72回/女子第48回）（9/6　福岡/粕屋町総合体育館）
▽男子		  １位	 鹿屋体育大学
▽女子		  １位	 鹿屋体育大学
				  
【ヨット部】	 	 	 	
■2025年度全日本学生シングルハンドレガッタ
　（8/29～ 31　愛知/豊田自動織機　海陽ヨットハーバー）
	 ILCA6クラス	 １位	 黒田　美海	
				  
【漕艇部】				 
■第52回全日本大学ローイング選手権大会（9/3～7　埼玉/戸田ボートコース）
▽女子	 シングルスカル	 ５位	 清水　凜	
				  
【自転車競技部】				  
■第94回全日本自転車競技選手権大会トラックレース（8/22～ 25　静岡／伊豆ベロドローム）
▽男子	 エリート　オムニアム	３位	 梅澤　幹太	

※チームブリヂストンサイクリングとして出場
（以下、名前の右に※で表記）

	 エリート　マディソン	３位	 梅澤　幹太 ※
	 エリート　スクラッチ	４位	 梅澤　幹太 ※

	 エリート　ポイント・レース	５位	 梅澤　幹太 ※
		  ８位	 並江　優作	
	 エリート　チームスプリント	３位	 香西、福永、岩谷
		  ４位	 谷口、石田、勝村
	 エリート　チーム・パーシュート	１位	 梅澤　幹太 ※
		  ５位	 並江、金井、
			   廣田、畑	
▽女子	 エリート　スプリント	８位	 年見　穂風	
	 エリート　スクラッチ	６位	 淵　稟碧	
	 エリート　1ｋｍタイムトライアル
		  ２位	 岩元　美佳	
		  ５位	 加藤明日香
	 エリート　チームスプリント	６位	 年見、岩元、加藤
■�文部科学大臣杯第80回全日本大学対抗選手権自転車競技大会
　（8/29～9/7　千葉/TIPSTAR　DOME　CHIBA、群馬/群馬サイクルスポーツセンター）
▽男子	 オムニアム	 １位	 梅澤　幹太	
	 ケイリン	 ６位	 福永　隼人	
	 4ｋｍインディヴィデュアルパーシュート
		  ６位	 並江　優作	
	 30ｋｍマディソン	 １位	 梅澤、並江	
	 タンデムスプリント	 ８位	 香西、岩谷	
	 チームスプリント	 ６位	 谷口、石田、金井
	 4ｋｍチームパーシュート	２位	 梅澤、並江、
			   金井、廣田	
	 総合	 ３位	 鹿屋体育大学
▽女子	 オムニアム	 ４位	 岩元　美佳	
	 スプリント	 ５位	 年見　穂風	
	 1ｋｍタイムトライアル	 ８位	 年見　穂風	
	 4ｋｍインディヴィデュアルパーシュート
		  ８位	 岩元　美佳	
	 20ｋｍマディソン	 ５位	 岩元、川本	
	 チームスプリント	 ２位	 年見、岩元、加藤
	 ロードレース	 ８位	 岩元　美佳	
	 総合	 ４位	 鹿屋体育大学
				  
【カヌー部】				  
■第61回関西学生カヌー選手権大会（8/7～11　兵庫/宍粟市音水湖カヌー競技場）
▽男子	 K-1　1000ｍ	 １位	 島津　成彰	
	 C-2　1000ｍ	 １位	 澤田、立花	
■第61回全日本学生カヌースプリント選手権大会
　（8/26 ～ 31　山形/月山湖カヌースプリント競技場）
▽男子	 K-1　1000ｍ	 １位	 島津　成彰	
		  ６位	 河野　成玖	
	 K-2　200ｍ	 １位	 村橋、上野	
		  ５位	 酒井、小田	
	 K-2　1000ｍ	 ３位	 行田、島津	
		  ６位	 河野、村橋	
	 K-4　1000ｍ	 ４位	 行田、河野、
			   村橋、島津
	 K-1　Relay	 １位	 河野、村橋、
			   佐々木、島津
	 C-1　200ｍ	 ３位	 松本　皐暉	
	 C-1　1000ｍ	 ８位	 西　良偉	
	 C-2　1000ｍ	 １位	 立花、澤田	
		  ４位	 福島、松本	
		  ５位	 美坂、山城	
	 C-4　1000ｍ	 ４位	 美坂、福島、
			   山城、西	
	 C-1　Relay	 ２位	 山城、松本、
			   西、立花	
▽女子	 WK-1　500ｍ	 ４位	 川野　円子	
	 WK-2　200ｍ	 １位	 土橋、川野	
		  ５位	 上田、植木	
	 WK-2　500ｍ	 ３位	 土橋、川野	
	 WK-4　500ｍ	 ３位	 土橋、植木、
			   新井、川野	
	 WK-1　Relay	 ３位	 土橋、植木、
			   新井、川野	
	 WC-1　200ｍ	 ３位	 中道　綺華	
	 WC-1　500ｍ	 ８位	 中道　綺華	
■令和7年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会
　（9/9 ～ 14　石川/木場潟カヌー競技場）
▽男子	 K-1　1000ｍ	 ８位	 島津　成彰	
	 K-2　500ｍ	 ２位	 島津　成彰

※他団体選手と出場
	 C-1　200ｍ	 ６位	 松本　皐暉	
	 C-1　1000ｍ	 ７位	 立花賢太郎	
	 C-2　200ｍ	 ４位	 松本、武井	
	 C-2　500ｍ	 ３位	 西、澤田	
	 C-2　1000ｍ	 ２位	 西、澤田	
▽女子	 WK-1　1000ｍ	 ７位	 川野　円子	
	 WK-2　500ｍ	 ２位	 上田、植木	
	 WC-2　500ｍ	 ２位	 中道　綺華

※他団体選手と出場
▽混合	 XK-2　500ｍ	 ５位	 島津、川野	
		  ６位	 村橋慶太郎

※他団体選手と出場
		  ７位	 上野、植木	
	 XC-2　500ｍ	 ４位	 福島　悠斗

※他団体選手と出場
		  ６位	 松本、中道	
		  ７位	 山城　翔

※他団体選手と出場
				  
【なぎなた部】	 	 	 	
■第64回全日本学生なぎなた選手権大会（8/10　静岡/静岡県武道館）	
▽女子	 演技競技	 ３位	 國光、城間	
	 試合競技　個人の部	 ベスト8	 城間こころ	
	 試合競技　団体の部	 ３位	 鹿屋体育大学
				  
【ウインドサーフィン部】	 	 	 	
■2025年度全日本学生ボードセーリング選手権新人戦九州支部予選
　（8/2 ～ 3　大分/住吉浜リゾートパーク同沖合）
	 テクノ293ビギナークラス	１位	 甲斐　広睦	

（（令和７年令和７年８月～９月）８月～９月） 令
和
７
年
度
市
民
健
康
づ
く
り
事
業
功
労
者
表
彰

本
学
の
森
司
朗
教
授
が
受
賞

下鶴隆央鹿児島市長㊨と森教授下鶴隆央鹿児島市長㊨と森教授

女子12年ぶりの女子12年ぶりの

頃
か
ら
支
え
て
く
だ
さ
る

萬
久
先
生
に
良
い
報
告
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
鹿
屋
体
育
大
学
の
仲
間

と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き

ま
す
」
と
、
喜
び
の
コ
メ

ン
ト
が
届
き
ま
し
た
。
男

子
総
合
は
２
位
、
今
大
会

で
４
年
生
の
後
野
真
衣
さ

ん
（
同
４
年
、
加
世
田
高

等
学
校
・
鹿
児
島
）
が
女

子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
、

市
村
優
弥
さ
ん
（
同
４
年
、

北
海
高
等
学
校
・
北
海
道
）

が
男
子
50
ｍ
自
由
形
と

１
０
０
ｍ
自
由
形
で
大
会

新
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

康
に
生
き
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
る
、
と

い
う
視
点
か
ら
見
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
、
大
変
あ

り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
で
、
心
を
つ

な
げ
る
こ
と
も
健
康
に
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
殺
予
防
対
策
委

員
会
で
の
取
り
組
み
を
、

今
後
も
地
域
社
会
全
体
の

問
題
と
し
て
、
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
微
力
な

が
ら
尽
力
し
て
参
り
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
に
神
奈
川
・

レ
モ
ン
ガ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム

平
塚
で
開
催
さ
れ
た
「
秩

秩
父
宮
賜
杯
第
65
回
実
業
団・学
生
対
抗
陸
上
競
技
大
会

父
宮
賜
杯
第
65

回
実
業
団
・
学

生
対
抗
陸
上
競

技
大
会
」
の
男

子
８
０
０
ｍ
で
、

陸
上
競
技
部
の

岡
村
颯
太
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合

課
程
３
年
、
佐

賀
県
立
致
遠
館

高
等
学
校
・
佐
賀
）
が
優

勝
し
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
日
本
全
国
の
実
業

男
子
８
０
０
ｍ
で

男
子
８
０
０
ｍ
で
岡
村
颯
太

岡
村
颯
太
ささ
んん
がが
優
勝
優
勝

団
・
学
生
の
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
選
手
た
ち
が
、
こ
の

日
だ
け
実
業
団
と
学
生
の

オ
ー
ル
ス
タ
ー
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
賜
杯
を
目
指
し

ま
す
。
男
子
８
０
０
ｍ
で

優
勝
し
た
岡
村
さ
ん
か
ら

は
「
シ
ー
ズ
ン
前
半
最
後

の
レ
ー
ス
で
し
た
が
、
実

業
団
の
方
々
と
走
る
機
会

は
多
く
な
い
た
め
、
と
て

も
刺
激
的
で
楽
し
い
レ
ー

ス
と
な
り
ま
し
た
。
調
子

が
や
や
落
ち
気
味
の
中
で

も
、
し
っ
か
り
と
優
勝
で

き
た
こ
と
は
自
分
自
身
で

も
評
価
で
き
る
点
だ
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
シ
ー
ズ

ン
終
盤
に
入
る
た
め
、
１

本
１
本
の
レ
ー
ス
を
大
切

に
し
、
良
い
形
で
締
め
く

く
れ
る
よ
う
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。
い
つ
も
た
く

さ
ん
の
声
援
を
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ゼッケン920が岡村さんゼッケン920が岡村さん

第72回全国国公立大学
選手権水泳競技大会

総合優総合優勝勝！！総合優総合優勝勝！！

令和７年 11 月


